
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 21 年 5 月 31 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要：本研究課題では，会議のように多人数参加者による合意形成型インタラクシ

ョンを対象として，会話参加者間で交換される言語的・非言語的情報統合に基づく巨視的会話

構造モデルおよびその抽出手法の開発を目的として研究を行った．多人数インタラクションコ

ーパス収録作成技術，機械学習と人手分析とを統合した会話非言語行動抽出手法，会話内の聞

き手反応が会話進行に及ぼす影響の理論，聞き手反応に基づく合意要素推定手法の成果を得た． 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学•知能情報学 
キーワード：自然言語処理・会話情報処理・多人数インタラクション 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 音声対話インタフェース技術: 研究開
始時点までの対話システム研究では，主に音
声対話インタフェース構築を目的として，シ
ステム・ユーザ間の二者対話を対象とし，ユ
ーザの発話の意味理解と適切な応答生成に
重点を置いて研究が進められていた．これら
の研究では，いつ誰が誰に向かって話しをす
るかという会話場の性質を暗黙に前提する
ばかりでなく，人間・機械間に命令者・実行
者という非対称的関係を設定し, 質問応答
のように短い発話連鎖を処理の対象とする.  
そのように問題を制約するにもかかわらず，
対話の文脈依存性および知識ボトルネック

の要因により，対象領域を強く限定したシス
テム構築の段階にとどまっているのが現状
である． 
(2) 多人数会話研究: 人間の自然会話現象
の研究は言語学，社会学，心理学，文化人類
学等の分野で長い研究の歴史を有する．発話
内容の理解，適切な応答生成の観点だけでな
く，二人以上の多人数会話を視野に入れて，
会話の番交替，会話参加者役割，ジェスチャ
ーや視線など非言語情報の機能など多様な
観点から会話研究が進められてきた．しかし
ながらそれらの研究ではもっぱら人手によ
る分析に依存し，音声録音，映像ビデオ録画，
および発話書き起こしという研究を支える
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データの収集に多大な労力を要していた． 
(3) マルチモーダル会議コンテンツ構造化
技術へのニーズ: 音声映像のデジタル収録
および音声映像情報処理に基づくマルチモ
ーダルコンテンツの自動処理手法の進展に
伴って，音声言語処理と映像処理を統合して
多人数が参加する会議の要約を得るなどマ
ルチモーダル会議コンテンツ構造化技術へ
のニーズが高まってきた．国際的にも欧米で
AMI, CALO など国際協力プロジェクトが複数
開始された． 
 
２．研究の目的 
(1) 多人数インタラクションコーパス作成手
法の開発: 三人以上の会話を収録し，各種の
会話構造情報を付与して多人数インタラク
ションコーパスを作成するための手法を開
発する．多チャンネルでの映像音声収録，言
語発話の書き起こし，発話単位，話題単位な
どの単位認定，あいづちを含む聞き手フィー
ドバックおよび視線，ジェスチャーなどの非
言語行動情報アノテーション付与などのコ
ーパス作成作業を人手と機械処理とを組み
合わせて効率的に行う手法を開発する． 
(2) 多人数インタラクションにおける巨視的
会話構造モデル: 多人数インタラクションの
構造を記述するためには言語メッセージに
よって交換される意味情報だけにとどまら
ず，会話場の維持管理によって構築される文 
脈情報を取り込む必要がある．本研究課題で
は，多人数インタラクションにおける巨視的
会話構造として以下の三点に着目し，実際の
多人数インタラクションコーパスに基づい
て巨視的会話構造モデルを開発する． 
①会話進行制御構造:多人数インタラクショ
ンの巨視的流れの構造．話し手・聞き手役割
の割当・遷移の制御手続き、円滑な会話進行
と割り込みや会話分離の会話内での進行を
記述する． 
②話題遷移構造: 多人数インタラクションの
会話話題展開の構造．言語発話の節単位，話
題単位，話題提供参加者，話題遷移と話題間
の関係を記述する． 
③参加者間関係構造: 多人数インタラクショ
ンの参加者間の長期的・一時的関係の構造．
参加者間の親近度，知識共有の程度，意見の
異同等を記述する． 
(3) 多人数インタラクションにおける巨視的
会話構造抽出手法の開発: 多人数インタラク
ションにおける会話場の維持管理では，言語
情報だけでなく非言語情報が大きな役割を
果たす．話し手・聞き手役割の割当では視線
や身体配置が，意見に対する態度表明ではあ
いづち，うなずき，笑いなどが大きな役割を
担う．本研究課題では、言語・非言語情報の
統合により多人数インタラクションにおけ
る巨視的会話構造抽出手法を開発する． 

３．研究の方法 
(1)多人数インタラクションコーパス作成 
多人数インタラクションに関する実証的研
究基盤とするために多人数会話の収録を行
い，コーパスとして整備する作成する．会話
の自然性を保つために全方位カメラおよび
多チャンネル収録マイクロフォンを備えた
小型の会議収録装置を用いる．会話題材とし
ては，自由度の高い課題会話を想定して，合
意形成会議会話を選定した．収録の状況を図
1 に示す．収録会話に基づいて，コーパス分 
析に必要なマルチモーダル多人数会話アノ
テーションツールの開発を同時に進める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1. 多人数インタラクションコーパス収録 
 
 
 
(2)会話進行制御構造分析 
多人数インタラクションコーパスの音声映
像情報に基づいて，話し手・聞き手役割の割
当・遷移，あいづち・うなずき・笑いなどの
聞き手反応の認定，頻度・タイミングの分析
を行い多人数インタラクションの巨視的流
れの構造記述を行う． 
 
(3)話題遷移構造分析 
多人数インタラクションコーパスの書き起
こしテキストに基づいて，言語情報に関する
命題レベルおよび提案レベルの単位認定基
準の検討を行い，合意形成会話における話題
遷移構造記述モデルを開発する． 
 
(4)参加者間関係構造分析 
多人数インタラクションコーパス中のあい
づち，うなずき，視線配布などの聞き手反応
に着目して，聞き手反応の持つ機能の多面性
を明らかにする．聞き手反応については話し
手によって提供された情報の共有を確認す
る後ろ向きの情報基盤化機能のみが着目さ
れてきたが，聞き手反応はその時点で取り上
げられている話題に対する聞き手の肯定
的・否定的態度を表示することによって，そ 
の後の会話展開に影響を及ぼしている．その
ような聞き手反応の前向きの会話展開機能
を明らかにすることによって参加者間の合
意形成過程をとらえる方法を追求する． 
 



 

 

４．研究成果 
(1)多人数インタラクションコーパス 
六人の参加者によるデザイン合意形成課題
会話を 2 セッション(90 分)を小型会議収録装
置 MARC を用いて収録し，音声区間認定，
書き起こし情報付与，あいづち・うなずき・
視線情報付与を行い．多人数インタラクショ
ンコーパスとして整備し，本研究課題の研究
基盤として利用した．コーパス表示の一例を
図 2 に示す．本研究課題終了後コーパスは公
開の予定である．さらに別の課題を用いて 4
セッションの多人数インタラクション収録
を行った．これらについては今後コーパス整
備を進める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. 多人数インタラクションコーパス 
 
(2)アノテーションツール開発 
言語・非言語情報を統合したマルチモーダル
多人数インタラクションコーパスの大量デ
ータに対して効率的分析を行うために，可能
な限り機械処理を導入して，人手による分析
と機械処理とをスムーズに統合してアノテ
ーションを進めるためのアノテーションツ
ールを開発した．アノテーションツールの構
成を図 3 に示す．機械処理統合による半自動
アノテーションの一例として，うなずき抽出
の実験を行った．会話参加者の画像情報から
画像情報によって顔抽出，顔動作抽出を行い，
インタラクティブな機械学習によってうな
ずき動作候補を抽出した．その結果，うなず
き動作は顔の小さな上下動作として抽出可
能なことが判明し，半自動アノテーションの
有効性を確認した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3. アノテーションツールの構造 

 
 (3)話題構造単位の提案 
会議会話の中での話題展開を記述するため
に，意味的命題内容の単位に相当する節単位，
ひとまとまりの会議提案に関する議論の単
位に相当する提案単位の二階層による話題
構造記述を提案した．提案に従って多人数イ
ンタラクションコーパスに単位付与を行い．
単位認定基準の設定，単位間関係の分析を行
った． 
 
(4)聞き手反応の前向き機能のモデル 
聞き手のあいづち反応の前向き会話展開に
着目して多人数インタラクションコーパス
の分析を行い，あいづち生成が単に情報共有
確認のシグナルとして機能するだけでなく，
話し手としての提案提出や提案追加を通じ
た積極的な会議参加と相関することを明ら
かにした．さらに話題構造単位と関連づけて
詳細に分析を行うことにより，マルチモーダ
ルな聞き手反応の多寡が話し手の提案に対 
する正負の態度表示反応として機能し，それ
を受けて話し手が提案発展，正当化など聞き
手反応に続く提案発話を決定するというよ
うに，提案単位が相互行為的に組織化される
ことを明らかにした． 
 
(5)聞き手反応に基づく多人数合意形成推定
手法 
会議の中での話し手による提案提出と，それ
に続く聞き手反応の態度表明機能を通じた
相互行為的会話組織化を利用して，聞き手反
応による会議合意内容の自動推定の可能性
を確認するために，機械学習を用いて，提案
に対するマルチモーダルな聞き手反応から
中核提案発話の推定，および最終合意提案の
推定の実験を行った．聞き手反応として，あ
いづち発話の量・タイミング，うなづきの
量・タイミングを用いて中核提案発話の自動
推定を行った結果と人手による中核提案発
話認定との比較を図 4 に示す．図に示すよう
に，聞き手反応は合意の中核提案を推定する
ために有効な手がかりとして利用可能なこ
とが示された． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4. 中核提案発話の自動推定 
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